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527 Eugteiaa　gracilis　Zl：よ る効率的な α
一トコ フ ェ ロ

ール 生産 シ ステ ムの 開発
（筑波大、 応生化）冨山晶大　○山根良裕　James　C．　Ogb   mana　田 中秀夫

【目的盞我々 は従属栄養i 培養と翔 虫立栄養培養を組み合わせた二殺階培養法ζ：よる α
一トコ フ ェ

ロ
ールの 効率 的生産につ い て検討 し、 回分培養にお いて は既に 成功 して い る

（1）
。 次に α

一トコ フ ェ V 一ルの 生産溢を 向上 させ るため 、 連続生産システムを検 討 した 。 その 結果、
高密度の 細 胞に効率的に光エ ネルギ

ー
を供給する こ とが 困難で あ るため 、 こ の システ ム

におい て最終的な a 一トコ フ ェ ロ
ールの 生産 性は 、 光独立 栄養段 階が律速 とな っ て い る こ

とが明 らか に な っ た 。 そ こ で 本研究で は二 段階培養法に よる連続生産シス テ ム の 光独立
栄養段階において 、 最適 な光供給条件の 設定を行い 、 本 シス テ ム で の α

一
トコ フ ェ ロ

ール

生産の 効率化を図 っ た。

ζ方法及び結果】Euglena　graciiis　Zを供試菌株と し、 改aSHutner培地を用 い た。 光独立栄
養培養に及ぼす光強度の 影響を検討 した結 果 、 副生産物で あるクmu フ ィル含域の 最適
光強度が α

一トコ フ ェ ロ
ールの 最適光羣鍍 よりも低いことが 明らか にな っ た。 従 っ て 、 強い光強

度条件下ではクロ V フ ィノL倉成が阻害されるだけでなく、 培養液の 光透過性が勵 ［げ るために 、

α
一
トコ フ ェ m 一ルの 生産牲が 促逸され るこ とが示唆 された 。 以上の 結果に基づ いて 、 比

較的強い光強度 で二 段階培養法に よ る α小 コ フ ェ ロ
ー

ルの 連続生産を行 っ た結巣、 高い 菌
体濃度で 長時間安定 しfe　a 一トコ フ ェ V −一一7Lの 生産が可能に な っ た 。
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　 （E 的】アス タ‡サ ンチ ンは魚類や甲殻類に広く分布する赤色色素であり、優れた抗酸化作

用を有する。 伽 脚 ’o ω 卿 5p 伽 鹹 瞬 譲こ の麁素を生産蓄積する有力な生物の一
つ で あ る

が、増殖が非常に遅 く、細胞増殖 とア X 夕中サ ン チ ン蓄積の 最 適藁件が異なるとい う

培養上の 問題点 がある。 こ のためアス タ弗サ ンチ ンの 生物的大量生産が 困難で あっ た。

そこで本研究では アス タ中サ ンチン を効率的に大量生産するために、綯胞 を増殖させ た後 、

アス タキ サ ンチ ンを蓄積させる二 段 階培養法を提案 し、 この 方法の 可能性 を検討 した 。

　 （方法お よび結果コ供試菌株 と して ffaematocoec”s　pluvialis　NIES・144　ve　ggい た 。 酢酸

に よる従属栄養培養後 、 連続的に光照射す る光独立栄養培養 を行 う二 段階培養法 を フ

ラス コ レ ベ ル で検 討 した結果 、 従属栄養培 養で得 られ た細胞は 連続光照射に よ り細 胞

乾燥重量が約8倍とな り 、 細胞乾燥靈黶 あ た り約4％の ア ス タ 1 サ ンチ ン を蓄積 した 。

そこで従属栄養培養に よる細胞 の高密農化を検討した。 この 藻類の栄養増夢餅田胞である遊走子

は物理的ス トレス に弱いために、比較的物理的ス トレスカ觝 いパ ドル 型撹拌羽根を有するリ ア

クタ
ーを用いた。 その結果 、 流加培養に よ っ て 細胞乾燥重量で 5g 〆L以上 の 高密度培養が

可能 とな っ た 。 現廠は第二段階の アス タキサ ンチ ン蓄積につ いて最適化を検討中である 。
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